
JOC JUNIOR OLYMPIC CUP 
第４９回全日本ジュニア柔道体重別選手権大会及 

第２０回全日本女子ジュニア柔道体重別選手権大会 

【山形県予選会実施要項】 

 

１ 目 的  

県内ジュニア選手を対象に試合を行い，技術向上を図るとともに標記大会東北

予選会への出場選手を決定する。 

２ 主 催  

山形県柔道連盟 

３ 日 時  

平成２９年６月１１日（日）  

 〇午前 ９ 時３０分：審判・監督会議 

〇午前１０時００分：開会 

４ 場 所  

山形県体育館（霞城公園内）℡023-644-5656 

５ 出場資格 

⑴ 選手は，日本国籍を有し，（公財）全日本柔道連盟に登録した者で，平成９年 

（1997）１月１日以降，平成１４年（2002）１２月３１日以前の出生者であること。

（※ ２０１７年中に１５歳～２０歳になる者） 

⑵ 選手は，登録を行った県からのみ予選に出場できる。 

⑶ 高校生・中学生の参加は,個人戦において以下の成績を残した者とする。 

ア 平成２９年度県高校総体個人戦各階級男女ともにベスト８以上とする。 

イ 平成２８年度県中学総体個人戦各階級優勝者（中学２年生時に優勝した者） 

ウ 男子55㎏級及び女子44㎏級に関しては，個人戦の成績関係なくフリーとする。 

エ その他，過去の成績等を考慮し県柔道連盟が認める者 

⑷ 体重別とし，区分は次のとおりとする。 

ア 男子（８階級） 

55 ㎏級,60 ㎏級,66 ㎏級,73 ㎏級,81 ㎏級,90 ㎏級 100 ㎏級，100 ㎏超級 

イ 女子（８階級） 

44 ㎏級,48 ㎏級,52 ㎏級,57 ㎏級,63 ㎏級,70 ㎏級 78 ㎏級，78 ㎏超級 

⑸ 脳しんとう対応については以下のとおりとする。（全柔連指示） 

ア 予選会前１ヶ月以内に脳しんとうを受傷した選手は，脳神経外科医の診察を

受け，出場許可を得ること。（書面で提出） 

イ 予選会中，脳しんとうを受傷した選手は，継続して当該予選会に出場するこ

とは不可とする。 

なお，至急，専門医（脳神経外科）の精査を受けること。 



ウ 当該選手の監督は県柔連事務局及び全柔連に対し，適宜の様式で書面により

「事故報告書」を提出すること。 

６ 試合方法  

各階級トーナメント戦とする。 

７ 審判規定  

⑴ 国際柔道連盟試合審判規定による（ケアシステムを使用する。）。 

 ＊ 勝敗は「技あり」，もしくは「一本」のテクニカルスコアでのみ決着がつく

（直接もしくは累計による）。「反則負け」を除き，「指導」（1 回目，2 回目）

の違いだけでは，勝敗を決定しない。 

   規定の試合時間が終了した時点で，試合両者にスコアがない場合，もしくは

スコアが同等である場合，「指導」の有無にかかわらず，ゴールデンスコアを

行う。ゴールデンスコア中に「指導」が与えられた場合,与えられた選手が相

手よりも多くの「指導」を受けたことになる場合，その試合は終了する。 

⑵ 試合時間は全て４分とする。 

⑶ 大会におけるマウスピースの使用を可とする。マウスピースは白または透明な

ものとし，使用する選手は畳に上がる前に審判員にマウスピース使用しているこ

とを申告すること。 

⑷ 柔道着については、現行（青），新基準（赤），いずれの柔道衣，コントロール

も可とする。 

８ 受付計量  

予選会当日午前８時４０分から同９時３０分とする。但し，今回の県予選会に限

り各階級＋１㎏まで認める。 

９ 表 彰 各階級第２位まで表彰する。 

10 出場申し込み 

所定の申込書により男女とも，６月６日（火）午後４時まで必着のこと。 

※ 申込先及び照会先 

〒 ９９０－００３７ 

山形市八日町１－２－５ ヴェルビュ八日町２０５ 

山形県柔道連盟事務局 縄 野 一 史 宛 

℡・FAX 023-641-8818 携帯 090-8505-8908 

E-mail:abusan23@gmail.com 

11 参加料 

１人 １,０００円（予選会当日徴収） 

12 その他 

⑴  本予選会の優勝者は，東北予選会出場権を獲得する。 

また，ゼッケンを付けていない者は失格とする。 

⑵ 各出場選手は，必ず傷害保険に加入して出場すること。 


